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１．はじめに
福井工業高等専門学校環境都市工学科は，開学から５年
後の昭和 45 年に「土木工学科」として設置され，1960 年
代から続く日本の高度経済成長と社会基盤の整備を支える
技術者の輩出を使命として長年に渡り福井県を中心に土木
福井高専環境都市工学科における建築系カリキュラム導入による
デザインマインド育成の取り組み
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In Dept. of Civil Engineering, we added the contents of the Architecture fi eld to civil engineering 
towards an engineer's training currently called for by today's construction industry. Although this 
department was a subject of study for studying only the civil engineering fi eld, it changed to take in 
the study about an environmental arena in 1993. And the Architecture fi eld was taken in order to 
correspond to the talented-people image for which the present construction industry asks this time.
In a new curriculum, the subject of an Architectural forms about 30% of the whole. Specifi cally, 
the point that seven units of lessons of the architectural design are built is the biggest change. In 
addition, the subject of Architectural planning, Architectural design, the history of Architecture, 
Architectural environment, and Architectural equipment were newly extended and Some subjects of 
civil engineering fi eld were changed into the elective subject. The teacher of the Department of Civil 
Engineering fi nished these improvements in about three years from 2006 to 2009.
By this improvement, the design mind is raised through the design of Architecture. It is of utmost 
importance that a registered architect's examination can receive now the 1st class and the 2nd class. 
A student's future position and career will change sharply. Moreover, as a physical result, a female 
student's school entry rate improves and the participating rate to the KOSEN Design Competition is 
also increasing. And in the design competition, winning a competition is achieved except the structure 
section. Future, furthermore, it is necessary to scrutinize a curriculum and to improve continuously.
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技術者を育成してきた．土木技術者の育成にあたっては，
構造力学や水理学，地盤工学といった構造・力学分野を中
心に，都市・地域計画や交通工学といった計画系分野，土
木設計の基礎となる測量学，実用科目としての建設材料学
や施工管理学を開講し，橋梁設計やコンクリート構造学の
応用までを身につけられるよう充実を図ってきた．この長
＊環境都市工学科
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年に渡る教育成果として，県内外に多くの土木技術者を輩
出し多岐に渡る就職求人と共に高い評価を受けている．
その後，インフラの量的確保の収束と相まって，平成５年
には環境に配慮した土木技術の必要性に対応すべく「環境都
市工学科」へと改組した．この改組の際には，土木工事に関
連する環境系分野として，環境保全工学や衛生工学，河川工
学等の一層の充実が図られることとなった．従って，水環境
や緑地環境，地域の里地里山の環境などを対象に，広く都市
や地域をつくる担い手として「環境都市」工学科となり，よ
り幅広く柔軟な発想力を持つ技術者の育成を目指したことか
ら，構造物づくりに携わると共に，ソフト面からのまちづく
りにおいても活躍できる人材の育成につながっていった．
さらに，劇的な経済変化と質的充足を求める社会システ
ムへの変換に伴う建設業界における土木建築の融合した
建設技術者のニーズ，及び人口減少に伴う社会の高度化に
対応すべく，平成 19 年より建築系カリキュラムの導入に
よる総合的な建設技術者の育成を目標として取り組むこ
ととなった．少子高齢社会や団塊世代の高齢化により，建
設業界における世代交代と再編が進む現在，より多様な知
識と技術を持ち，創造性に富んだ技術者の育成が求められ
るようになっていることから，土木分野に加えて，建築分
野を取り入れたより対応力の高い人材育成を目指した．建
築分野導入は，高専機構及び本校が進める高度化再編に向
けた専門教育の改善と充実を見据えた取り組みであり，建
築系科目による学生の創造力の向上は本学の「デザインマ
インドを持つ技術者育成」を強く実行するものである．本
稿では，これまでの建築分野導入の取り組みの整理と，学
校目標における「デザインマインド育成」に関する取り組
み効果の検証を試みる．
２．建築系カリキュラム導入までの経緯
前項に述べた背景から，2007 年度より建築系カリキュラ
ムの導入に取り組んだ．また，2008 年度に建築士受験資格
制度の要件が変更となったことに対応し，2009 年度入学生
からは現行の受験要件を満たす「科目認定」制度に対応した
カリキュラムを実施している．これらの建築分野導入に伴う
カリキュラム変更の経緯をまとめたものを図１に示す．次項
より，実施内容について経緯と変更内容の要点を述べる．
２．１　建築士受験資格学科認定制度に対応した
建築系科目導入
まず主として，2007 年度に土木系科目の一部見直しと
改善を行い，建築系学科のみで実施される科目の一部導入
を図った．主たる変更点としては２，４，５年次への建築設
計製図及び建築設備，建設法規の導入である．また、それ
に伴う土木系科目の一部削減と，土木系，建築系に対応し
た融合科目のシラバス対応が挙げられ，これにより従前の
学科認定（2008 年度入学生までが対象）による１・２級
建築士受験資格を整えることができた．
２．２　建築士受験資格指定科目認定制度に対応した
建築系科目の導入とカリキュラム変更
次に 2008 年度には新しい指定科目の認定による建築士
受験資格制度１）に対応し，建築系科目の充実を図る大幅
なカリキュラム変更を検討した．この中で土木・建築科目
を総合的に構造力学系，環境系，計画系へと分類し（実験
実習及び演習科目を除く）新規開講科目及び融合科目の内
容を精査した．
この際の主要な変更内容としては，実践的な創造性育成
の核となる建築設計製図の単位数の大幅な増加，それに伴
う建築の計画手法の科目や建築の室内環境及び設備の科
目の開講である．また，構造系の構造・材料科目及び環境
系の環境・保全科目においては，更なる融合が図られた．
これらの変更により，本学科は全国の高専でも非常に数少
ない土木系学科で指定科目認定制度に対応した１・２級建
築士受験資格を取得できるカリキュラムとなった．特に２
級建築士については実務経験０年での受験が可能である
ことから，一般的な大学の建築学科卒業よりも約２年早く
受験可能という優位性を持っている．
図１　カリキュラム変更の経緯
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３．開講科目の内容
開講科目の変遷について，まず土木系科目のみで構成さ
れた 2006 年度入学生までの環境都市工学科の教育課程表
を表１に示す．また，2009 年度入学生からの建築分野導
入後のカリキュラムによる教育課程表を表２に示す．
２つの表より，建築系科目導入後のカリキュラム（現行
カリキュラム）の開講状況をみると，2006 年度土木分野
の科目のみの開講状況と比較して，全 45 科目中で建築系
科目は 13 科目 16 単位，融合科目は約 15 科目 26 単位と
なり，約３割強が建築系科目となっている．主たる変更は，
建築設計製図４科目７単位の大幅な新規開講が挙げられ，
合わせて建築の計画論の開講が確認できる．さらに，多く
が選択科目であるものの，建築環境及び建築設備，建築史，
建築意匠といった新規科目の開講が特徴である．
また，これらの建築分野の科目開講にあたり，規定の必
修単位数の制限から，応用科目について選択科目を増設し
学生が主体的に各分野の科目を選択できるよう配慮した．
次に，図２に現在のカリキュラムの科目系統図を示す．
図の系統図は，建築分野導入に伴う大幅なカリキュラム変
更の中で，土木分野と建築分野の科目内容について，各領
域の共通性と相違性を整理し，実験実習及び演習科目を除
き構造系，環境系，計画系の３つの分野に分類した．それ
に基づき，各科目を受講学年ごとに配置し，シラバスの内
容と科目名を精査した上で科目間及び学年間での科目の
つながりを系統化して矢印で繋げ，カリキュラム全体の整
合性と科目間の連動性を示した．
以上のように，開講科目をシラバスの内容に基づき系統
化し，各科目間での連携を深め，建築士受験資格に対応し
た建築分野と，学科本来の土木分野との融合を目指した．
表１　変更前の教育課程表（Ｈ18 年度入学生まで） 表２　建築分野導入後の教育課程表（Ｈ21 年度入学生より）
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図２　現行カリキュラムの科目系統図
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４．デザインマインド育成の例と効果
前項までのカリキュラム変更によって，建築系科目が開
講され，これまで以上にデザインマインド育成に対する教
育が強化されたと考える．ここでは，実践例とその効果に
ついて，環境都市工学科のカリキュラムと課外活動の内容
を取り上げて考察を行う．
４．１　学科カリキュラムによる創造性育成
まずカリキュラムに則った教育として，土木，建築系の
各実験実習及び演習科目を中心に，創造性や主体性を育む
講義が展開されている．
土木系では，土木構造物の設計製図や橋梁の設計・施工
のグループコンペ等が行われ，現実性の高い条件下でのも
のづくりプロセスを体験する．写真１のように，経済性や
施工性，強度といった実際のものづくりと同様の課題を設
定し，チームワークを活かして１つの作品の製作に取り組
むことで，実践力や創造性の育成に繋げている．
合わせて建築系科目では，２学年から５学年まで設計製
図の課題において写真２，３に示すような自由設計コンペ
に継続的に取り組み，より高い創造性を育成している．課
題においては，実際の敷地に対して設けられた制約条件と
与えられたテーマに沿って，工学的な設計水準を満たし
つつ自由な発想で提案を行い，エスキース作業から図面作
成，模型製作，プレゼンテーション，相互評価，コンペ審
査に取り組む．この試行錯誤とスパイラル・アップする課
題設定によって，主体的な実践力と創造性を育成してい
る．
また，卒業研究・設計では，テーマや条件を学生自身で
設定し，問題解決提案を行うことにより，主体性と創造性
を兼ね合わせた課題となるよう工夫している．このよう
に，環境都市工学科のカリキュラムによるデザインマイン
ドを育成する教育として，現実性に基づく課題設定による
「実践性の高い思考力と創造力」，自由設計やコンペ課題か
らは「創造的なものづくり経験と他者評価による主体性」，
個人・グループ課題の実施を通して「コミュニケーション
能力と協調性」が育成されていると考察できる．また，土
木，建築系の各科目と融合科目の充実が柔軟な発想力の基
礎となっていると考えられる．
写真１　グループワークによる橋づくりコンペの様子
写真２　建築設計の発表の様子
写真３　建築設計製図のコンペ審査の様子
写真４　全国高専デザコン「環境部門」入選
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４．２　課外活動による実践
前項で述べたような正課における創造性の育成に加え，
課外活動の一環として環境都市工学科の学生が中心とな
り，全国高専デザインコンペティション（以下，高専デザ
コン）へ毎年取り組んでいる．高専デザコンは，1977 年
に明石高専と米子高専の建築学科の交流シンポジウムが
基となり，数々の変遷を経て，2004 年度より全国高専を
対象とし学科の枠を取り払ったコンペとして開催されて
おり，2013 年度で 10 回目の開催となる．
福井高専環境都市工学科では，2007年度までは橋梁の強度
を 競う「構造部門」への参加が主であった．「構造部門」は，各校
の代表２チームが参加できるのに対し，「環境デザイン部門」
「空間デザイン部門」「ものづくり部門」はポスター審査により
12 チーム程度が予選を通過し本選に出場するというもので，
入選の難しい部門である．しかし，建築分野の科目の開講が
始まった 2008 年度からは，表３に示すように，構造以外の部門
への参加が顕著に増加し，同時に参加人数が 20 名弱から平均
30 名程度にまで増加している．このことは，カリキュラム改善
による学生の主体性と創造性の高まりと捉えることができる．
さらに，表中に示すように，構造部門（2008 年優秀賞
受賞）をはじめ，写真４（前頁），写真５に示すように環
境部門とものづくり部門での入選数も増加していること
は，デザインマインド育成の１つの成果と考えられる．
最後に，デザコン参加学生から，「ものづくり部門でデ
ザインが認められて嬉しかった」「ポスター（意匠）のデ
ザインスキルが上がった」「プレゼンテーションの勉強に
なった」「全国の色々な高専の人と知り合えてよかった」
とのコメントが寄せられ，学生の実感ある表現の場として
課外活動を活用しているものと考える．
４．３　その他
その他の導入による影響として，女子学生の増加が挙げ
表３　全国高専デザインコンペティションの参加状況（グループ数）
られる．土木工学科では，20 数年に渡り１名以内程度で
あったのに対し，環境都市工学科への改組から建築分野導
入まで（平成４年から平成 18 年まで）は平均７名程度に
急激に増加している．加えて，建築分野導入後の７年間で
は更に増加し平均 10 名を越えるほどとなっている．
現在，理系女子学生の増加に向けた国策が実施される中
で，幅広い知識とデザインマインド，総合的な建設技術を
身につけることに対して関心を高められている点が重要
と考えると同時に，積極的な就職先の確保と継続的なカリ
キュラムの精査を行い，充実を図ることが必要と考える．
５．まとめ
本稿では，2007 年度から 2009 年度までの福井高専環
境都市工学科における建築系カリキュラム導入による建
設技術者育成の実践についてまとめた．土木・建築系科目
と融合科目を持つカリキュラムを整理し，総合的な建設技
術者育成のモデルとなり得る複合領域の可能性を示した．
また講義と課外活動によるデザインマインド育成の実践
例を示し効果の一例を実証することができた．
今後の展望として，建築系カリキュラム導入学生（2013
年度卒業）の進路状況と建築系の資格取得について今後も
教育的効果の実証を継続する必要がある．更に，カリキュ
ラム充実に向けて融合科目や選択科目の精査を行う．
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